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山国 立 公園 内 の 標 平 と 幌 加 温泉 付近 に お いて ライ トト ラッ プ と 昼間 の スィ ー ピ ング に より 小 上 類 相 の 調査 
を 行っ た . 

北大 演習 林 で は , アカ マツ , トド マツ な どの 針葉樹 と サク ラ , ハン ノ キ な どの 広葉 樹 の 複 相 林 地 ( 人 工 林 ) 
の 海抜 15 m 地 点 で 2 日 間 , 美唄 林業 試験 林 で は 広葉 樹林 帯 (自然 林 ) の 海抜 120 m 地 点 で 1 日 調査 を 行っ 
た . 機 平 と 幌 加 は 針葉樹 が 多い 自然 林 で , 練 平 で は 海抜 550 m 地 点 で 2 日 間 , 幌 加 で は 海抜 700 m 地 点 で 1 
日 間 そ れ ぞ れ 調 査 を 行っ た . 

この 調査 に お いて , 小 峨 類 ( メ イガ 科 を の ぞ く ) 13 科 69 属 128 種 が 得 ら れ た . 今回 は , その 中 で 特に , 
ハマ キ ガ 科 に つい て 各地 域 間 の 相 の 比較 や 特徴 に つい て の 検討 を 行っ た . ハマ キ ガ 科 は 北大 演習 林 で 30 属 
48 種 120 個体 , 美唄 林業 試験 林 で 37 属 49 種 115 個体 , 標 平 で 18 属 38 種 105 個体 , 幌 加 で 10 属 13 種 50 
個体 , 計 43 属 93 種 390 個体 が 採集 され た . これ は 日 本 産 虹 虫 総 目録 に よる 北海 道産 へ ヘマ キ ガ 科 の 種 数 の 
29.6% に あたる . また , 本 調査 で ハマ キ ガ 科 に 含ま れる いく つか の 北海 道 未 記録 種 と O/ 放 7ez/es 属 の 未 記載 
種 と 思わ れる も の や アア oes22 属 の 稀少 種 が 採集 され た の で 報告 し た . 


12. 欧州 産 Pzerzs 2 の 7 と, 本 州 産 エ ゾ ス ジグ ロジ シロ チョ ウ と の 関係 一 一 ご く 近 縁 の Taxa 間 に お ける 種 の 考 
え 方 に つい て 川副 昭 人 

日 本 の エゾ スジ グロ シロ チョ ウ と 欧州 産 /eZ2S z27Z 原 亜 種 と の 間 に 果 た し て どの 程度 の 差異 が ある の か 
を 確か め る た め に , 農林 水産 省 の 輸入 許可 を 得 て , 昨 1989 年 末 , 北 フ ラン ス か ら ア zz の 越冬 由 46 個体 
の 送付 を うけ , 本 年 春 か ら 夏 に か け て 本 州 産 の も ゃ の と の 間 で 比較 や 交配 実験 を 行っ た . 交配 に は 4 月 以降 野 
外 で 採集 し た み を 用 い , F,」 お よび F。 の 作出 , F」 を 用 いた 戻し 交配 も 試み た . 交配 は すべ て hand-pairing に 
より , 1 告 に つき 1 一 3 回 行っ た . し か し 6 月 以降 食 草 の 状態 が 悪化 , 途中 か ら 飼 育 実験 を 断念 し た . Fi 
で 染色 体 数 を 調査 し た と ころ , n=25 一 ca.40 の 間 で 乱れ て いた . また 和 早 は 交尾 後 盛ん に 産卵 行動 を し た も 
の の 産卵 不能 で , 死後 解剖 し て 調べ た と ころ 全て の 個体 で 卵 は 全く 未成 熱 で あっ た . F」 以 降 多 数 の 遇 が 羽 
化 せ ず 休眠 状態 に 入っ た の で , 約 2 ヶ月 間 の 人 工 的 越冬 処理 (0 一 10 で て ) を 施し た が , か な り の 死 遇 を 生じ , 
また 無事 羽化 し て きた F 成 虫 は 全て 品 で あっ た . その 後 も な お , 休眠 状態 か ら 脱し な いで 現在 に 至っ て い 
る 遇 も 少な く な い . 

と と ろ で , 論理 的 に A ふ B と いう 命題 で は , その 対 偶 命題 B④A の み が 真 で ある . 従っ て ,「 両 親 が 同種 
な ら ば その 子孫 は 健全 で ある 」 と いう , 経験 的 に 疑い の な い 事実 か ら は , 「 子 孫 が 健全 で な いな ら ば その 両 
親 は 同種 で は な い 」 と 言わ ね ば な ら な い . 近 緑 axa 間 で は , 染色 体 の わずか な 構造 的 差異 ( 逆 位 , 転 座 等 ) 
に よっ て も F 減 数 分 裂 時 の 対 合 状態 が 違う の で , 妊 性 へ の 影響 も それ に 応じ て 異な っ て くる こと と が 予想 さ 
れる が , 種 の 異同 を 雑種 の 妊 性 に 基づい て 判断 する 限り , 論理 上 , 本 州 産 エ ゾ ス ジグ ロン シロ チョ ッ は 欧州 産 
 z2 の 7 と は 種 を 異 に する と 言わ ざる を 得 な い . な お , 一 連 の 飼育 経過 か ら , 近 縁 Taxa 間 の 交配 で は , 子孫 
に 直接 致死 効果 や 可視 的 な 表現 形質 の 異常 が 現れ る より 前 に , まず ホル モン バラ ンス の 狂い が 生じ , これ が 
脱皮 や 休眠 覚醒 に 遅れ や 不能 を 招く らし いこ と が 観察 され た . 


13. 北九州 市 山田 緑地 の 蝶 相 一 ルー ト セ ン サ ス 法 に よる 分 析 と 環境 評価 の 試み 
矢田 億 ・ 上 田 将 人 ・ 新 海 義治 ・ 沢 田 浩司 ・ 安 永 知 秀 ・ 紙 谷 聡 志 
山田 緑地 は , 北九州 市 の 中 央 に 位置 し な が ら , 戦前 か ら 弾 楽 庫 と し て 使用 され て きた た め , 半 世 紀 以 上 も 
開発 を 免れ , は ほな 極 相 に 達し た 照葉樹 林 を 中 心 た , いわ ゆる 里山 的 な 豊か な 自然 環境 が 残さ れ て いる 地域 で 
ある . この 山田 緑地 を 「 自 然 公園 」 と し て 利用 する た め の 人 準備 を 進め て いる 北九州 市 か ら の 依頼 に より , 演 
者 ら は , 山田 緑地 の 蝶 相 を 明らか に する と と も ゃ に , 同 緑地 内 の 主要 ルー ト に 沿っ て , 「 蝶 群集 」 の 比較 を 行 
い , その デー タ を 同 緑地 の 跡地 利用 の た め の 基 礎 資 料 の 1 つと する とこ と に し た . その た め , 1990 年 の 4 ~ 9 
月 ルー ト センサス 法 を 用 いて , 蝶 の 種類 , 種 構成 , 個体 数 , 多様 度 , 季節 的 変化 な ど に つい て 調査 し た . 
今回 の 調査 に より , 山田 緑地 に お ける 過去 の 記録 (上田 将 人 , 1988) に 新た に 13 種 を 追加 し , 計 62 種 の 
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蝶 の 生息 が 確認 され た . これ ら の デー タ か ら , 山田 緑地 に は 九州 北部 の 平地 一 低 山地 に 産 する 蝶 の 大 部 分 の 
種 を 産 す る こと が わか っ た . 山田 緑地 の 蝶 の 種 数 と 個体 数 を , デー タ の 得 ら れ て いる 他 の 地域 と 比較 し た 結 
果 , 都市 に 多い オー プン ラン ド 性 の 種 ( モ ン シ ロ , ヤマ トシ ジミ , イチ モン ジ セ セリ , アゲ ハ な ど ) は 同 緑 
地 で は 少な く , 春日 山 (奈良 県 ) な ど 低地 照葉樹 林 帯 と 共通 の 種 ( モ ン キ アゲ ハ , カラ ス ア ゲハ , ウラ ギン 
シジミ ) が 多かっ た ., 

調査 地域 を 相 観 的 な 違い に よっ て 9 つの 地域 (ルー ト ) に わけ , 各地 域 ご ど と の 蝶 群 集 の 特徴 を 比較 し た と 
ころ , 次 の よう な 傾向 が み ら れ た . ① 自 然 度 は 高い が , 林 床 的 な 環境 に は , 蝶 類 全般 に 種 数 ・ 個 体 数 と も き 
わ め て 健 弱 で あっ た . ② 渓 流 沿い で , 林 緑 が 多く , 適度 に オー プン スペ ー ス が あり , し か も 自然 度 の 高い 森 
林 の ルー ト では, 種 数 も 個体 数 も た い へ ん 豊富 で あっ た . ⑫ 森 林 と オー プン ラン ド が モザ イク 状 に な っ た 地 
域 で は , 森林 性 と オー プン ラン ド 人 性 の 蝶 が 混 棲 す る た め , 種 数 が も っ と も 多かっ た . ④ 森 林 で 囲ま れ , 人 為 
の 加わ っ た 裸 地 一 草地 的 環境 で は , いわ ゆる オー プン ラン ド 人 性 の 蝶 が 多い の が 特徴 で , 種 数 は 貧弱 で あっ 
た だ. 

各 科 ご と に 個体 数 頻度 が 上 位 6 位 ま で の 種 の デー タ に 関し て , ルー ト 別 の 種 構成 , 多様 度 指数 (平均 多様 
度 H' 均衡 度 J') を 比較 し て みた . その 結果 , ルー ト ご と の 環境 の 違い が 最も よく 反映 きれ て いる の は , 
セセリ チョ ウ 科 で あっ た . 


14. 群馬 県 お よび 県 境 付 近 の ヒメ シジミ の 食 草 に つい て 小林 栄一 
群馬 県 の ヒメ シジミ の 食 草 と し て 唯一 知ら れ て いる ハバ ヤマ ボク チ は , どの 程度 利用 され て いる の か , ま 
た ハバ ヤマ ボク チ 以 外 ど の よう な 植物 が 食 草 と な っ て いる の か と いう 観点 か ら 調査 を 行っ た . その 結果 , 群 
馬 県 と し て は 6 科 14 種 , 周辺 の 県 を 含め る と 7 科 20 種 の 食 草 を 確認 する こと が で きた . これ まで 知ら れ て 
いた ハバ ヤマ ボク チ は , 主食 草 の 一 つと いう 位置 で ある こと が わか っ た . また 食 草 の 種 類 は , 植生 に より 異 
な る 結果 が 得 ら れ た . 調査 結果 を まとめ る と 以下 の よう に な る . 1) ョ ヨモギ , ノ ハ ヘラ アザ ミ を 含む 草原 ( 標 
名 山 を 中 心 と し て 調査 ) は , 主として ヨモギ , ノ ハ ラ ア ザ ミ , ハバ ヤマ ボク チ , オト コ ョ ヨモギ (以上 キク 科 ), 
チ ダ ケ サ シ (ユキ ノン シタ 科 ) で あり 。 ソ シン モ ュ コツ ミッ バチ ッ グ リ , ナ ワ ショ ロ イチゴ, モミ ジイ チ ゴ (以上 
バラ 科 ), ハギ (マメ 科 う , ヤナ ギ (ヤナ ギ 科 ) も 記録 され た . 2) ヨモギ は 含む が ノア ザ ミ を 含ま な い草 原 
(土合 , 野 反 湖 な ど ) は , ョ モ ギ を 食 草 と し て いた . また タイ アザ ミ も 確認 で きた . 3) ヨ モ ギ , ノ ハ ラ ア 
ザ ミ を 含ま な い草 原 (清水 峠 , 平 ガ 岳 山腹) は , 1000 - 1700 m の 尾根 筋 で ある が , ツ ッ ジ 科 の イワ ハゼ , イ 
ワナ シ , アズ マシ ャ ク ナ ゲ , オオ コメ ッ ツ ジ を 主 と し ヤ マツ ッ ツジ ( ツ ッ ジ 科 ), イワ カガミ (イワ ウス 科 ), 
ヤナ ギ (ナヤ ギ 科 ) も 確認 で きた . 

これ まで ヒメ シジミ の 食 草 と し て 記録 の な い 植 物 と し て , バラ 科 の ミッ バッ チ グ リ : Potentilla 
freyniana BORNM, モミ ジイ チ ゴ : Rubus coptophyllus O. KUNTZE, ツツジ 科 の イワ ハゼ : Gaultheria 
adenothrix MAxrM。 イワ ナン : Epigaea asiatica MAxiM,。 オオ コメ ツツジ ンジ: Rhododendron trinerve 
FRANCH, ヤマ ツツジ : Rhododendron kaempferi PLANCH, アズ マシ ャ ク ナ ゲ : Rhododendron pentamer- 
72MAxrwM, イワ ウメ 科 の イワ カガミ : Shortia soldanelloides SrEB MAkiNo を あげ る . な お , ハギ , ヤナ 
ギ の 種 に つい て は 末 同 定 で あり 今後 明解 に し て いき た い . 


15. オオ ムラ サキ の スギ タニ 型 に つい て 伊奈 統 
オオ ムラ サキ の 白色 型 は , 1919 年 松村 松 年 氏 に よっ て Sasakia charonda var. sugitanii MATSUMURA, 
1919, syn. nov. と し て 動物 学 雑誌 (Zoological Magazine) vol. xxxi, 174, 1919 に は じ め て 報告 され た . 
松村 氏 は , この 雄 1 頭 を 杉谷 氏 よ り も らい ,『 原 種 と 異な る 所 は , 前 後 閉 共に , 褐色 を 帯 ぶ る こと な し , 
又 黒色 部 に 散在 せる 紋 列 は 全部 白色 に し て 原種 の 如く 金色 な ら ず , 後 女 の 肛 角 に 紅色 紋 を 鉄 く . 云々 』 と 記 
し , 新 変種 と し て szgz2z77 と 命名 し た . 
その 後 , 中 原 和郎 氏 に よっ て , 松村 氏 報 告 の 白色 型 は SErTz に 記載 命名 され た Sasakia charonda forma 
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